




























































































































































































































































































































































































（たとえ論議されることができないとしても）」（über den Geschmack läßt sich 
























































































は『人間の条件』第二章を参照。Hannah Arendt, The Human Condition, 2nd. , Chicago 1958.（『人間の条件』、志水速雄
訳、筑摩書房、1994 年。）Arendt, Vita activa: oder vom tätigen Leben, München Zürich 2002.（『活動的生』、森一郎訳、
みすず書房、2015 年。）以下 HC および VA と略記し頁数を併記する。また、アガンベンは、アーレントによるゾーエーと
ビオスの区別を継承し、「剥き出しの生」という概念によって近代における生政治の暴力構造を浮き彫りにした。詳細は以
下を参照。Giorgio Agamben, Homo sacer: Il potere sovrano e la nuda vita, Torino 1995.（『ホモ・サケル 主権権力と剥
き出しの生』、高桑和巳訳、上村忠男解題、以文社、2003 年。） 
２ Immanuel Kant, Kritik der Urteilskraft(1790), in: Kant's gesammelte Schriften, herausgegeben von der Königlich 
Preußischen Akademie der Wissenschaften. Band V, Berlin 1913. 以下、カントの著作からの引用はアカデミー版カント
全集により、巻数をローマ数字で表わし、頁数をアラビア数字で表示する。 
３ Cf. Marieke Borren, ‘A Sense of the World’: Hannah Arendt’s Hermeneutic Phenomenology of Common Sense, 
International Journal of Philosophical Studies, vol. 21, no. 2, 2013, pp. 225–255. 
４ Arendt, Denktagebuch 1950 bis 1973, München 2002, S. 582. 
５ Arendt, Lectures on Kant's Political Philosophy, edited and with an interpretive essay by Ronald Beiner, Chicago 
1982. （『カント政治哲学の講義』、浜田義文監訳、法政大学出版局、1987 年。）以下 LKP と略記し頁数を併記する。 
６ Otto Schlapp, Kants Lehre vom Genie und die Entstehung der Kritik der Urteilskraft, Göttingen 1901, S. 387-388. 
７ Ernst Cassirer, Kants Leben und Lehre(1918), Darmstadt 1977, S. 343.（『カントの生涯と学説』、門脇卓爾・高橋昭二・
浜田義文監訳、みすず書房、1986 年、341 頁。） 
８ 佐藤康邦『カント『判断力批判』と現代―目的論の新たな可能性を求めて―』、岩波書店、2005 年、136-140 頁。 
９ Alfred Baeumler, Kants Kritik der Urteilskraft: ihre Geschichte und Systematik, Halle 1923, S. 141-166. 
１０ ガダマーは『真理と方法』の中で「カントにおける天才概念の意味は、美感的判断に対して＜超越論的意図から＞向け
られる彼の興味を補うものにすぎない」と批判する。このカント批判は、後述するベイナーによるアーレント批判とも共通






下を参照。三木清「天才論」、『哲学ノート』所収、河出書房、1941 年、33-52 頁。 
１３ 以下の要旨は、主として次の文献に依拠している。三木清『構想力の論理』第四章「経験」第１５節（初出『思想』1943
年 4 月発刊）、『三木清全集』第八巻、岩波書店、1967 年、417-431 頁。 
１４ 『判断力批判』における美的エゴイズムの克服の理論については、以下を参照。牧野英二『遠近法主義の哲学』、弘文堂
、1996 年、44-45 頁。 
１５ Cassirer, a.a.O. , S. 343.（前掲訳書 341 頁。） 
１６ アーレントの出生概念については、以下の諸文献を参照。森一郎『死と誕生――ハイデガー、九鬼周造、アーレント』、
東京大学出版会、2008 年。森川輝一『〈始まり〉のアーレント――「出生」の思想の誕生』、岩波書店、2010 年。 
１７ Cf. Arendt, The Life of Mind One/Thinking Two/Willing, edited by Mary McCarthy, Harcourt 1978, pp. 109-110,（『
精神の生活 下 第二部意志』、佐藤和夫訳、岩波書店、1994 年、134 頁。）and Arendt, The Promise of Politics, edited and 
































































２１ アーレントにおける理論と実践の対立と矛盾を論じたものとして、以下の文献がある。Cf. Jürgen Habermas, 
Philosophisch-politische Profile, Frankfurt am Main 1971; erweiterte Neuauflage 1991.（『哲学・政治的プロフィール（上）』
小牧治・村上隆夫訳，未来社，1984） Seyla Benhabib, "Judgment and the Moral Foundations of Politics in Hannah 
Arendt's Thought", in: Judgment, Imagination, and Politics: Themes from Kant and Arendt, edited by R. Beiner and J. 





２２ Dana R. Villa, Politics, philosophy, terror: essays on the thought of Hannah Arendt, Princeton, 1999, pp.87-106.（『政










ける「赦し」と「裁き」――クリステヴァによる解釈を超えて」、『現象学年報』第 32 号所収、日本現象学会、2016 年、95-102
頁。 
２６ Dorothea Olkowski, "Politics – The Highest Form of Philosophy?", in: PhaenEx, vol. 7, no. 1(spring/summer), 2012, 
pp. 55-63. 
２７ Cf.Benhabib, "Models of Public Space: Hannah Arendt, the Liberal Tradition, and Jürgen Habermas", in ed., 
Calhoun, Habermas and the Public Sphere, Cambridge 1922. また、上記のベンハビブによるアーレント批判の反論とし
て、次のヴィラの文献がある。Cf. Villa, 1999, pp.128-154. 
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